
 送辞 

  

煌めくような光に春の気配が感じられる季節となりました。三年生の先輩方、

ご卒業おめでとうございます。在校生一同、心よりお祝い申し上げます。 

 先輩方は今、修猷館で過ごした三年間を振り返り、何を想っていらっしゃるで

しょうか。かけがえのない出逢い、行事や部活動の思い出、何気なくも楽しかっ

た日常、様々なことに思いを馳せておられることと思います。 

 三年前、先輩方は、新型コロナウィルス感染症の予防対策が継続される中に入

学されました。書き取り式の応援歌指導、1年生の時は大運動会を行えず、伝承

会となり、大文化祭も来場者が制限されました。その後、状況は徐々に落ち着き、

先輩方が中心となって作り上げられた、大文化祭や大運動会は、それまでの制限

をなくして行うことができました。 

大文化祭では「維新」をスローガンに、より楽しく、より能動的に、と生徒に

呼びかけ、6500人もの来館者を迎え、修猷館の大文化祭史に新しい１ページを

刻みました。 

そして、九月に行われた大運動会。４年振りに完全な形での実施となった大運

動会を、先輩方は、一つ一つ模索しながら、見事に作り上げられました。気迫に

満ちたタンブリング、想いのこもった創作ダンス、声の限りに歌った応援コンテ

スト。大舞台にあって一段と輝く先輩方の勇姿に、私達は心が揺さぶられまし

た。大運動会終了後、先輩方の誇りに満ちた表情は力強く、その笑顔は美しいも

のでした。困難な課題に、堂々と向き合い、挑み続ける先輩方の姿は、私達一人

一人の目に、鮮やかに焼き付いています。 

 先輩方はこれからそれぞれの猷に進まれます。先輩方との別れは心細く、寂し

いものです。しかし、先輩方が受け継ぎ、伝えてくださった修猷は、私達が継承

し、後の世代に伝えていきます。先輩方、どうかこれからも、後輩に、社会に、

猷を示す「星」であり続けてください。在校生一同、先輩方のこれからのご活躍

を心より祈っております。 
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